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	この研究期間に日本国内より診断依頼のあった、13例の新生児期の重症かつ遷延性高ビリルビン血症ののUGT1A1解析を行った。13例中4例がCriger-Najjar症候群2型、7例症Gilbert症候群に合致する遺伝子変異を同定した。Criger-Najjar症候群1型に合致する変異は発見されなかった。この解析のなかで、p.P342S、p.[G71R:R403H]、frame shift変異　の３つの新規変異アレルを発見した。

